
インサイトガイド  今すぐ使えるWi-Fiの構築

Wi-Fi 7を最大限に活用：パフォー
マンスを最大化し、将来のニーズに
備えるための重要な 4つのステップ
シンプルで拡張性に優れ、安全なネットワーク 
アーキテクチャへの最新化が今求められる理由
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ジュニパーは、急速に成長する自社の無
線ネットワークを企業が適切に評価し、
Wi-Fi 7へのアップグレードを行うのをサ
ポートいたします。

詳細はこちら →

Wi-Fi 7の時代が到来 
準備はできていますか？
Wi-Fi 7 導入に向け、今こそAI ネイティブネットワーキングで  
ネットワークを簡素化

企業の皆様は、複雑さを効率的に管理できる方法はないか、そして急増す
るデバイス、新規アプリケーション、帯域幅のニーズに費用対効果に優れた
形で対応する方法はないか、日々模索しておられると思います。このような
状況の中、変革をもたらすターニングポイントとなるのがWi-Fi 7です。

Wi-Fi 7は、デジタル変革には欠かせない比類のない効率性、パフォーマン
ス、セキュリティを備えています。次世代のユーザーデバイスのサポートは
もはや避けて通ることはできません。いかに早期にサポートするかが問われ
ています。レガシーアーキテクチャを使い続けたり、適切ではないアーキテ
クチャを導入すると、余分な調整や管理の手間がかかり、すでに手一杯で
疲弊しているチームにさらに負担をかける結果となります。 

今こそ複雑さという課題を克服し、アーキテクチャの最新化の取り組みを始
めるときです。新しい標準が承認されてから、導入が広く進むまで、通常 
2～ 3年の時間がかかります。今なら、他社に先駆けて現在のネットワーク
が抱える管理上の課題を克服するだけでなく、エクスペリエンスや効率性を
大きく向上させることができます。  

この eBookでは、Wi-Fi 7のメリットを紹介し、ネットワークの最新化が不
可欠のものである理由を説明した後、OpExを最小限に抑えつつ、優れたユー
ザーエクスペリエンスと ITエクスペリエンスを実現する取り組みにおいて求
められる主要なステップを定義します。 

https://blogs.juniper.net/ja-jp/japanese-blog/jump-start-your-ai-journey-with-junipers-blueprint-for-ai-native-acceleration-jp
https://www.juniper.net/
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Wi-Fi 7の 
主要な 
ブレークスルー
Wi-Fi 7は、遅延を低減し、ネットワーク容量を拡
大して、効率性を向上させるさまざまな新機能を通
して、かつてないパフォーマンスを備えたセキュア
で耐障害性の高い無線接続を提供します。高密度
環境において高速な接続と良好なユーザーエクス
ペリエンスの基盤となるとともに、ビデオストリー
ミングの品質および AR（拡張現実）や VR（仮想
現実）のエクスペリエンスを向上させます。主な
特長と進化したポイントは次のとおりです。

01 320 MHzの超広帯域チャネル

6 GHz帯域でのみ利用可能な 320 MHzチャネルによってスループットがWi-Fi 6の 
2倍になり、マルチギガビットのWi-Fiデバイススピードを実現

02 MLO（マルチリンクオペレーション）

クライアントが複数の周波数帯域で同時に送信できるため、信頼性を確保しつつスルー
プットを向上し、効率的なリンクを実現

03 4K QAM

Wi-Fi 6の 1024 QAMに比べて 20%高い伝送速度を実現し、効率性が向上

https://www.juniper.net/
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03 ビジネスを加速

ビジネスを加速：
高密度環境にお
けるデバイスと
トラフィックの
増加
モバイルファーストのライフスタイルへの
持続的なシフト、インターネット速度の向
上、そしてただちにデータやサービスにア
クセスしたいというニーズの世界的な高ま
りにより、Wi-Fiは今や事実上ビジネスに
不可欠な設備となっています。  

Wi-Fi 6は、音声データを改善するOFDMA、セキュ
リティとゲストアクセスのプライバシを高める
WPA3、トラフィックを削減して IoTデバイスのバッ
テリー寿命を延ばすターゲットウェイクタイムな
ど、Wi-Fi 5と比較して周波数帯域効率に大きなメ
リットをもたらしました。その後登場したWi-Fi 
6Eでは、6 GHz帯域への拡張により容量とパ
フォーマンスが強化されました。6 GHz帯域でよ
り多くのチャネルが利用できるということは、干渉
が減り、その結果パフォーマンスが向上すること
を意味します。

これらの世代を基盤とするWi-Fi 7は、ネットワー
クの混雑やWi-Fiの干渉を抑えつつ、IoTデバイ
ス向けの容量を拡大することにより、高密度で困
難な RF環境において優れた接続性を提供します。
Wi-Fi 7のこのような進化により、モバイルデバイ
スと IoTデバイスがさらに増加し、ますます多くの
アプリケーションが利用され、マルチギガビット
の速度を必要とする新しいユースケースが生まれる
ことでしょう。以下にその具体例を示します。 

 高精細ビデオ
 イマーシブな 3Dトレーニング
 ハイブリッドワーク
 産業用 IoT

 自動車 

 EPCS（緊急警報用通信サービス）

現状でもネットワーク環境の管理は困難ですが、
このようにユースケースが広がり、使い方に変化が
生じると、さらに複雑さが増し、Wi-Fi 7の導入に
先駆けて、または導入と同時にアーキテクチャを
最新化することが不可欠となります。しかし、現
代の環境において高まり続けるアーキテクチャの
重要性に踏み込む前に、まずはWi-Fi 7の主な詳
細をご紹介します。 

https://www.juniper.net/


インサイトガイド  今すぐ使えるWi-Fiの構築

↖ 最初に戻る ← 前のセクション 次のセクション → 6

73%
過去 2年間に自社のネットワーク環
境の複雑さが増したと回答した企業
の割合 1

Enterprise Strategy Group

https://www.juniper.net/
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04 Wi-Fi 7の帯域幅拡大

さらに帯域幅が拡大し
スピードが向上した
Wi-Fi 7
Wi-Fi 7には、RF（ラジオ周波数）効率の向上、データ
レートの高速化、密度の向上、スループットの改善、ス
ケジューリングの効率化、パフォーマンスの向上といっ
たメリットがあります。スケールアップは顕著です。

Wi-Fi 5からWi-Fi 7への周波数帯とプロトコルの進歩により、利
用可能な帯域幅が拡大するとともに、スピードも向上しました。

 • Wi-Fi 5：2.4 GHzおよび 5 GHz（802.11ac）

 • Wi-Fi 6：2.4 GHzおよび 5 GHz、さらに 802.11axの機能
（OFDMA、WPA3、ターゲットウェイクタイム）

 • Wi-Fi 6E：Wi-Fi 6のすべての機能に対応し、さらに 6 GHz
帯域での動作をサポート

 • Wi-Fi 7：Wi-Fi 6Eのすべての機能に加えて、320 MHzチャ
ネル、4K QAM、およびMLOのサポートを通したスループッ
ト向上と遅延の低減により、高密度環境でも高品質なスト
リーミングおよびビデオを容易に実現し、IoTデバイス向け
の容量を拡大

Wi-Fi 7機能の詳細

Wi-Fi 6機能の詳細

Wi-Fi 5 Wi-Fi 6E Wi-Fi 7 Wi-Fi 7のメリット

5 GHz 2.4、5、 
6 GHz

2.4、5、 
6 GHz

容量増加による次世代のユースケースのサ
ポート

160 MHz
80 MHz
40 MHz
20 MHz

160 MHz
80 MHz
40 MHz
20 MHz

320 MHz
160 MHz
80 MHz
40 MHz
20 MHz

Wi-Fi 6で最も広いチャネルサイズの 2倍
をサポートし、高速なユースケースでは
160 MHzの利用が必須に

3.5 Gbps 9.6 Gbps 36 Gbps 
（3リンクの
MLO）
23 Gbps 
（単一リンク）

Wi-Fi 6よりも 3倍以上高いスループット

1K-QAM 4K-QAM スペクトル効率の改善、狭いエリアに密
集するデバイスのスピード向上とサポート
強化

https://www.juniper.net/jp/ja/research-topics/what-is-wi-fi-7.html
https://www.juniper.net/jp/ja/research-topics/what-is-wi-fi-6.html
https://www.juniper.net/
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05 チャネル容量

チャネル容量の 
増加でより多くの 
ユーザー、デバ 
イス、アプリを 
サポート
Wi-Fi 7により、デバイス密度の急増にも
対応できる、より高速で信頼性の高いネッ
トワークを構築できるため、拡張性が高
まります。 

チャネル容量の増加によるWi-Fi 7 のメリットは、
具体的には従来と比べて数倍のデバイス、ユー
ザー、アプリケーションをサポートできることを意
味します（図 1）。ビデオのストリーミング、ビデオ
会議への参加、音声通話のホストをシームレスに
行えるようになり、高帯域幅アプリケーションの
実現に向けた重要な第一歩となります。

図 1

320 MHzチャネル：2倍のスループット
Wi-Fi 7は、超広帯域の 320 MHzチャネルを導入することで（6 GHz帯域で
のみ利用可能）、以前のWi-Fi標準と比較してスループットを実質的に倍増さ
せ、ネットワーク速度も大幅に向上します

ただし、この追加周波数帯のすべてが世界中で利用できるわけではありません。たとえば、EUでは現在、 
図 2に示すように、低い周波数の UNII 5帯域で、かつ低出力（屋内）または超低出力（屋内または屋外） 
の使用のみが許可されています。

Wi-Fi 7帯域割り当て
Wi-Fi 7では、6 GHz帯域でチャネル割り当てを拡張し、最大 320 MHzの帯域幅をサポートします。これにより、速度を向上させると
ともに、遅延を低減できます。6 GHz帯域には複数の広帯域チャネル（20、40、80、160、および 320 MHz）が含まれており、高密
度環境に最適で、次世代無線ネットワークで求められるスループットの向上を実現します。

詳細はこちら：Wi-Fi 7とは

https://www.juniper.net/jp/ja/research-topics/what-is-wi-fi-7.html
https://www.juniper.net/


次のセクション → 10← 前のセクション↖ 最初に戻る

インサイトガイド  今すぐ使えるWi-Fiの構築

06 パフォーマンスと複雑さ

パフォーマンスの向上
と複雑さの増加 
Wi-Fi 7 AP（アクセスポイント）の高いスループットとパ
フォーマンスは重要ですが、大きな視点でとらえるとこ
れらもWi-Fi 7がもたらすメリットの一部にすぎません。

今日の有線ネットワークおよび無線ネットワークは、ビジネスや組
織のほとんどあらゆる業務運営における神経系としての役割を果た
しています。従業員の生産性やカスタマーエクスペリエンス、全体
としての業務効率に至るまで、あらゆるものにとって、これらのネッ
トワークのシームレスで効率的なパフォーマンスが不可欠です。ビ
ジネス要件、そしてリソースや予算の制約を考慮した場合、従来の
アーキテクチャと事後対応型の管理アプローチではもはや通用しま
せん。

有線ネットワークおよび無線ネットワークは、かつてないほどビジネスに不可欠となっている
一方、膨大な数のモバイルデバイスと IoTリソース、そしてもちろん、使用中のさまざまなハー
ドウェア、オペレーティングシステム、アプリケーションなどを考慮すると、これまで以上に
運用が難しくなっています。 

従来のアーキテクチャは、非常に手作業が多く、ネットワークを中心にしたアーキテクチャで
あり、今日のユーザーと管理を担当する IT部門をサポートするために必要となる拡張性、柔
軟性、エンドツーエンドの可視化に欠けています。さらに、Wi-Fi 7は 320 MHzチャネル、
MLO、4K QAMでパフォーマンスを向上させますが、さらなる微調整や管理も必要となり、
課題も増えます。

そこで新たに生じる、あるいはすでに生じている管理上の課題を克服するカギとなるのが、
AIOps（IT運用のための人工知能）です。たとえば、自動化によってWi-Fi設定（チャネル
や出力など）を最適化し、干渉を最小限に抑えることができます。機械学習を使用すれば、
リアルタイムデータと過去のデータを分析して問題の根本的原因を突き止め、事前対応型の
トラブルシューティングを容易に行うことができるため、運用を大幅に効率化できます。 

そのため、すでに大きな負担を強いられている IT チームの運用を簡素化し効率を高めるため
に、Wi-Fi 7への移行前、または移行中に行うべき最も重要なことは次の項目になります。

01 レガシーネットワークをアップデートする

02 適切なクラウドに移行する

03 AIOps機能を活用する

04 ユーザーとデバイスを保護する

取り組みの各ステップに沿って、主要な考慮事項を簡単に確認してみましょう。 

https://www.juniper.net/
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「AIOpsプラットフォームは、エンタープライズネットワークの課
題を克服するための強力なツールになり得ます。AIネイティブお
よびクラウドネイティブであること、無線と有線全体をカバーす
るプラットフォームベースのアプローチを備えていること、そし
てセキュリティがネイティブに組み込まれていること、これらが
基本的な機能として重要となります。昨今、ジュニパーが強化し
ている AIネイティブネットワーキングプラットフォームは、エン
タープライズネットワーク管理に必要な AIOps機能に重要な進化
をもたらし続けます」

ブランドン・バトラー氏、リサーチマネージャー、エンタープライズネットワーク、IDC

https://www.juniper.net/
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07 従来の課題

レガシーネットワークを
アップデートする
デジタル変革には、拡張性に優れ、信頼性が高く、俊敏な最
新のネットワークアーキテクチャが必要です。ますます複雑化
するネットワークインフラストラクチャに対応するために、非常
に優れたモバイルエクスペリエンスと高い運用効率を提供する
ものでなければなりません。 

従来、無線コントローラアーキテクチャは、APの導入管理における大きな
進歩とみなされていました。クライアントデバイスの数が限られていて、接
続できれば便利という感覚だったときはこのアーキテクチャで十分な効果を
上げることができました。 

しかし、コントローラアーキテクチャは、現代のモビリティ要件に対応する
機能を備えていません。今日の環境には、ほとんどあらゆる場所から安全
でシームレスに接続できることが求められます。従来型のコントローラ、コ
ロケーションデータセンター、サイロ化されたテクノロジースタックは、ネッ
トワークの複雑さにつながります。管理が困難で、ユーザーエクスペリエン
スの可視性も損なわれます。 

結局のところ、多くの手作業が必要になる従来型のネットワーク中心アーキテクチャ
は、最新の運用形態に必要な拡張性と柔軟性を欠くだけでなく、ネットワークを効
果的に最適化して保護するために必要なエンドツーエンドの可視性にも欠けているの
です。

以下に、最新化のための主要な考慮事項を示します。 

01 拡張性と柔軟性：今後何世代にもわたりWi-Fiおよび無線がアップグレードさ
れても、それらによりもたらされる成長や変化に対応できるプラットフォーム

02 エンドツーエンドの可視性：包括的な可視性を備え、リアルタイムの監視およ
びトラブルシューティングが可能な統合管理プラットフォーム

03 クラウド統合：展開および更新において最大限の俊敏性を備え、オーバーヘッ
ドが低く、他のサービスともシームレスに統合されているソリューション（13ペー
ジ参照）

04 自動化とAI：人間の手による介入を減らし、運用を効率化して、継続的にパフォー
マンスを最適化するための、AIを活用した自動化機能（14ページ参照）

05 堅牢なアクセス制御：ゼロトラストポリシーを信頼性のある形で適用できる、
IDベースのネットワークアクセス制御 

06 高パフォーマンスのスイッチ：電力を多く消費するデバイスをサポートする PoE
（パワーオーバーイーサネット）を備え、将来のネットワークへのニーズにも対
応した最適な接続性、拡張性、効率性を提供する高度なスイッチへの投資

https://www.juniper.net/
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08 マイクロサービスクラウドへ
の移行

適切なクラウド
に移行する 
パフォーマンスを最大化し、拡張性と柔
軟性を高め、コスト効率を最適化するた
めには、最新のさまざまなネットワーキン
グクラウドソリューションの違いを理解す
ることが重要です。

多くのネットワークプロバイダは、オンプレミスの
ソリューションに大きく依存し、ハイブリッドクラ
ウドの要素を含む、従来型の ITアーキテクチャを
今でも利用しています。このようなアーキテクチャ
は、真のクラウドネイティブなソリューションと比
べて、拡張性と柔軟性の点で劣ります。

最新のマイクロサービスクラウドアーキテクチャで
は、アプリケーションをより小さな独立したサービ
スへと分割します。それらの各サービスは、それぞ
れAPIを介して通信します。このような設計により、
個別のサービスをニーズに応じて独立して拡張する
ことができるので、リソースの最適な利用や、コス
ト削減につながります。また、障害の分離も促進
されるので、あるサービスで問題が発生しても、
アプリケーション全体には影響せず、信頼性が向
上します。さらに、このアーキテクチャは新しいテ
クノロジーやクラウドネイティブツールとのシーム
レスな統合をサポートしているので、迅速にイノベー
ションを推進し、市場投入までの時間を短縮でき
ます。

最新のネットワーキングクラウドにおける主な考慮
事項を以下に示します。 

 • マイクロサービスアーキテクチャ

 • 高度な障害の分離

 • DevOpsと CI/CDの統合 

https://www.juniper.net/
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09 AIOpsの活用

AIOps機能を活用
する 
IT インフラストラクチャは複雑さを増し続けてお
り、AI を活用していない最高のツールを活用して
も、人の手には負えないレベルとなっています。
AIOpsを活用することにより、現在の運用を強化
するだけでなく、このように ITインフラストラク
チャの複雑さが増す中でも適切な管理を続ける
ことができます。この点こそがAIOpsの真の価値
といえます。

AIOpsは、急速な進化を遂げる ITネットワークの複雑さ
をうまく管理するために欠かせないテクノロジーです。
AIOpsは、自動化と AIを利用して、オンボーディング、導
入、トラブルシューティングなど、Day 0からDay 2以降
におよぶネットワークの運用を簡略化できます。 

今日業界をリードする AIOpsプラットフォームは、長年に
わたる強化学習を通して、エンドツーエンドのサービスア
シュアランスのための AIによるインサイトと自動化された
アクションを提供することにより、信頼性があり、数値化

され、安全なネットワーク接続を実現します。また、有線、
無線、SD-WAN、WANエッジ、データセンター、セキュ
リティドメイン全体にわたる問題の迅速な検出、隔離、解
決を可能にすることで、ネットワーク運用の効率性と生産
性を高めます。 

ベンダーの AIOps機能の可能性を理解し把握する際に、
尋ねるべき主な質問を以下に示します。

 • ネットワークスタック全体のあらゆる場所であらゆ
るユーザーが一貫性のある優れたエクスペリエンス
を得ることができるよう、ベンダーはどのような仕
組みを用意しているか。

 • ユーザーが気づく前にネットワークが適応的に問題
を修復できるか。

 • サービスを迅速かつ問題なく稼働させるために、ベ
ンダーはどのような仕組みを用意しているか。

 • Day 2運用を最適化して緊急に必要となる対応作業
を減らし、チームが戦略的に重要なビジネス上の問
題に注力できるよう、ベンダーはどのような仕組み
を用意しているか。

 • ベンダーは、迅速に脅威を検出して無効化し、ビジ
ネスへの影響を最小限に抑えることができるか。

詳細はこちら：エンタープライズネットワーキングにおける
AI の誇大広告と AI ネイティブの現実（英語）

https://www.juniper.net/us/en/forms/2024/ebook-ai-hype-vs-ai-native-reality-in-enterprise-networking.html
https://www.juniper.net/us/en/forms/2024/ebook-ai-hype-vs-ai-native-reality-in-enterprise-networking.html
https://www.juniper.net/
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自動検知

最大90%
障害対応チケット数が減少

自動設定

最大9倍
導入にかかる時間を短縮

自動修復

最大80%
出張サービスが減少

https://www.juniper.net/
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10 セキュリティの強化

Access Assuranceによ
りWi-Fi 7を保護する
Wi-Fi 7には、数多くの進化した機能やパフォーマンス
強化が盛り込まれていますが、企業の攻撃対象領域も
大きく広がることになります。巧妙さを増す脅威に対抗
するためには、セキュリティ体制を改めて見直し、それ
らの脅威に備えることが重要です。

複雑な構成要件、DoS攻撃を受ける可能性、そしてネットワークに
接続されるデバイス数の増加によるデバイスの脆弱性の高まりなど、
Wi-Fi 7により数々のセキュリティ上の課題が生じます。 

今後、セキュリティ体制のギャップを埋めるために
は、堅牢な NAC（ネットワークアクセス制御）が
不可欠となります。NACソリューションは、ネット
ワークへのアクセスを許可する前にチェックや検証
を実行することでゼロトラストのセキュリティポリ
シーを適用し、広範にわたるゼロトラストアプロー
チをさらに強化します。現代のネットワークの複雑
さを考慮した場合、ITとユーザーの両方のセキュ
リティを簡略化および強化する最新のアプローチ
を備えたNACの導入が重要となります。 

信頼性のあるアクセス制御のための主な考慮事項
を以下に示します。 

 • クラウドベースで、かつ弾力性のある拡張を
実現する機械学習および自動化機能を搭載

 • エンドユーザーエクスペリエンスを継続的
に検証および保護するためのネットワーク
接続の可視性を備えた NAC統合 

 • ネットワークのあらゆる部分に対するエン
ドツーエンドの可視化とポリシー適用が可
能な、一元的な管理機能 

詳細はこちら：ゼロトラストネットワークとセキュリ
ティコンバージェンスの加速（英語）

https://www.juniper.net/us/en/forms/2024/idc-how-cloud-based-ai-driven-access-controls-accelerate-zero-trust-network-security-convergence.html
https://www.juniper.net/
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11 拡張性と俊敏性を最大限向上

Wi-Fi 7とMist AIの
統合による拡張性と 
俊敏性の最大化
適切な方法でWi-Fi 7の導入を進めましょう。業界唯一
のクラウドネイティブな AIネイティブネットワーキング
プラットフォームにより、Wi-Fi 7の能力と拡張性を活か
し、運用を効率化しましょう。

ジュニパーは、Mist AI、および初の AI ネイティブWLAN（無線
LAN）の導入により、無線の分野に革命をもたらしました。ユーザー
エクスペリエンスのリアルタイムの可視性および独自の SLE（サービ
スレベル期待値）メトリックにより、Wi-Fiの運用状況が数値化さ
れ、予測可能性、信頼性、安全性が高まります。 

事前対応型の AIネイティブな自動化、および自己修復型のネットワークにより、優れたユー
ザーエクスペリエンスと ITエクスペリエンスを提供しながら、時間のかかる手作業をなくし、
Wi-Fiの運用コストを大幅に低減できます。ジュニパーの主力製品である Juniper® AP47、
Mist AI とクラウドにより、導入から継続的な運用までさまざまなメリットがもたらされます。

 ネットワークに比類のないレベルの俊敏性、拡張性、耐障害性を提供するジュニパーの
クラウドネイティブの AIネイティブマイクロサービス

 ジュニパーのAPが収集した大量のリッチメタデータを活用し、OpExを削減しつつ、ネッ
トワークのパフォーマンス、動作、トラフィックパターン、潜在的なトラブルスポットに
対する大幅に強化されたインサイトを提供するデータサイエンスインサイト

 運用担当者とユーザーのエクスペリエンスを最適化し、コンプライアンスを推進して、
全体としてのセキュリティ体制を強化する、クライアントからクラウドにわたるセキュア
な自動化、インサイト、AIネイティブアクション

AIOpsの活用を目的として構築されたジュニパーの AIネイティブネットワーキングプラット
フォームにより、Wi-Fi 7の高速なスピード、パワー、パフォーマンスを利用し、あらゆるユー
ザーおよびデバイスに優れたエクスペリエンスを確保して、エンドツーエンドで最適な運用担
当者のエクスペリエンスを実現することができます。 

何より、AI ネイティブネットワークを通した最新化の取り組みは、旧世代のWi-Fiを利用し
ている場合でも、今後登場する世代の進化した機能を利用する場合でも、あらゆる世代の
Wi-Fi にメリットをもたらします。

https://www.juniper.net/jp/ja/products/mist-ai.html
https://www.juniper.net/
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Wi-Fi最新化の
ためのアクション
ガイド
Wi-Fi 7への移行前または移行中に、運用を簡素化
し、ITチームの効率を高めるための 4つの重要な
ステップに沿って進むことが重要です。これにより、
ネットワークの潜在能力を最大限に引き出し、最低
限の OpExで優れたユーザーエクスペリエンスを提
供する準備が整います。

01
レガシーネットワークから脱却する 

コントローラアーキテクチャから、AIネイティブ 
ネットワーキングプラットフォームに移行します。

02
マイクロサービスクラウドに移行する

ネットワーキングの運用を、最も柔軟性と拡張性
に優れたクラウド環境に移行します。 

03
AIネイティブAIOpsを活用する 

有線、無線、SD-WAN、WANエッジ、データセンター、
セキュリティドメイン全体に適用可能な、実績ある
AIおよび自動化機能を導入します。

04
攻撃対象領域を狭めてセキュリティ体制を
強化する

AIと機械学習を活用したNACを使用し、ユーザー
の行動とネットワークトラフィックを継続的に監視
および分析することで、ネットワークセキュリティ
を強化します。

https://www.juniper.net/
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エキスパートに問い合わせる

Wi-Fi 7 導入の取り組みに関してジュニパーネット
ワークスはガイダンスを提供しています。詳細につ
いては、ジュニパーのエキスパートとのコンサル
ティングをご予約ください。

お問い合わせ →

機能について詳しく知る

Mist AIダッシュボードのセルフガイドツアーで、
Mistにより運用をどのように効率化できるかにつ
いてぜひご確認ください。

Mist AI の無料トライアルを開始（英語） →

AIネイティブの実例を参照する

ジュニパーが毎週開催しているMist AIのデモで、
AIネイティブネットワーキングプラットフォームの
実例をご覧ください。

今すぐ登録（英語） →

Wi-Fiを進化させる 

Wi-Fi 7の潜在能力を最大限に活用できるジュニ
パーの高パフォーマンスWi-Fi 7ソリューションを
紹介しています。

詳細はこちら →

次のセクション →

次のステップ
Wi-Fi 7の導入または継続利用に関する詳細お
よびサポートについては、ジュニパーのアカウン
ト担当者にお問い合わせください。また、信頼
できるプロバイダを通じて、各種マネージドサー
ビスについてお問い合わせください。

https://www.juniper.net/jp/ja/how-to-buy/form.html
https://www.juniper.net/jp/ja/forms/mist-ai-test-drive.html
https://www.juniper.net/jp/ja/forms/wired-wireless-aide-demos.html
https://www.juniper.net/jp/ja/dm/the-now-way-to-wifi.html
https://www.juniper.net/
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ジュニパーを選ぶ理由

ジュニパーネットワークスは、単なる接続性は優れ
た接続エクスペリエンスと同じではないと考えてい
ます。ジュニパーのAIネイティブネットワーキング
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ための設計図の詳細については、ジュニパーの担
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